
　　　　

令和7 年 12 月 1 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
手をつなぐ育成会の思いは、「ノーマライゼーション」の理念を根底に据え、障害のある人もない人もお互いを尊重し合い、「自助」、「共助」、「公助」の和の心をもって支え合う
安心して暮らせるインクルーシブな『地域共生社会』の実現にあります。私たちは地域福祉の推進役としての使命を担う主体法人としての自覚を持ち、”誰一人取り残さない社会”構築のための地域力と連携・協働
して参ります。

事業所名 諫早市手をつなぐ多機能型事業所つくし 作成日支援プログラム

・仲間と一緒に学び合う機会を提供し、一人一人の認知機能の向上を支援します。
・ＳＳＴを用いた遊びの中で経験を積み重ねていき、日常生活での適切な言葉遣いにつながるよう支援します。
・色々な経験を積み重ねていき、自信を持って自分から「やってみよう」という意欲や行動につながるよう支援します。

・特性に応じたコミュニケーションで、意思の伝達が出来るよう支援します。
・話し合いや発表の機会を設け、自分の気持ちを伝える経験を重ね、自信につながるよう支援します。
・仲間や職員、地域の方々と関わる中で、「貸してください」「いいよ」「ありがとうございます」などのコミュニケーションに必要な言葉がお子様にあった方法で相手に伝えられるよう支援します。

・集団生活を通してゲームの勝敗の面白さや仲間と同じことが楽しかったり、仲間と違うことが面白いなど、仲間を意識して過ごせるように支援します。
・様々な年齢の仲間との交流や体験学習を通して、社会に出るために必要な協調性、公共の場でのマナーやルールの習得につながるように支援します。

支援方針

自然に恵まれた環境の中で伸び伸びと自生する「つくし」の成長スピードには驚くものです。春の象徴でもある「つくし」のように、子ども達にはたくましく、自分の力を信じて大きく成長して欲しいという願いを
込めて”にこにこ、すくすく、わくわく”一人一人が学びを広げられるようにサポートしていきます。

営業時間 送迎実施の有無
８時３０分～１８時００分

サービス提供時間　放課後利用：１４:００～１７:００
　　　　　　　　　学校休業日：１０:００～１５:００

　　・事業所から、車で２０分くらいの距離を
　　めどに検討いたします。

主な行事等

・作業体験学習（法人内事業所と連携し、将来への見通しにつなげていきます）
・社会体験学習（買い物学習・公共交通機関体験学習・地域資源の活用など）
・法人学童クラブとの合同行事
・クッキング、おやつ作り
・つくしアート展
・地域の活動団体様との交流行事（パラスポーツなどの体験教室、製作教室、クッキング教室など）
・ご家族参加行事（夏休みバス旅行・野外クッキング・ミニ運動会など）
・保護者間交流（おしゃべり会・勉強会）
・避難訓練…年４回（火災・地震・消防署立ち合い含む）ほか防災に関する学び。

（別添資料１）

家族支援

・ご本人、ご家族からの相談に対する情報提供や助言など。
・お子様の様子や発達の状況に関する、相互理解のための情報共有。
・お子様を支えるご家族の就労やレスパイトなどニーズへの対応。必要に応じた延長支
援の実施。
　　延長時間（放課後利用：17：00～18：00）
　　　　　　（学校休業日：8：30～10：00・15：00～17：30）

移行支援

・進級、進学や就労など将来を見据えた、段階に応じて必要な準備の支援。
・インクルーシブの観点から、地域社会の中での積極的な活動の実施。

地域支援・地域連携

・お子様がスムーズな生活を送れるよう、ご家族や学校、併用されている他事業所、医
療機関等の関係各機関との連絡調整や連携。

職員の質の向上

・法人内研修の実施。（人権侵害・虐待防止、身体拘束適正化、感染症対策、業務継続計画
等に関する取り組み。）
・内部研修の実施。
・職員の外部研修への参加を推奨。
・スタッフミーティングによる、支援に関する情報共有や支援方針の検討、日々の振り返り
とＯＪＴ。
・利用者保護者アンケート、自己評価の実施と公表。

支　援　内　容

・健康状態の把握や助言、基本的生活リズムの獲得し、健康で安全に過ごせるようにします。
・口腔ケアを実施し、歯の健康について学ぶ機会を設け、歯磨きの習慣が身につくよう支援します。
・クッキングやおやつ作りなど食育活動を通して、食品ロスなど身近な問題への意識や食べる楽しさと食事の大切さを学べるよう支援します。
・持ち物の管理、活動に使う物の用意と片付けなど、身の回りのことや環境の整備を自立的に行えるよう支援します。

・日常生活に必要な身体の動作、移動、着席などの姿勢保持を活動や遊びを通して出来るよう支援します。
・スイングなどの感覚統合の遊び、園庭遊び、ラジオ体操やキッズヨガなど体を動かす活動を通して体幹、体力、楽しみながらボディーイメージを高めていけるよう支援します。
・机上課題や製作などの活動を通して、手指の巧緻性が向上するよう支援します。

本
人
支
援

事前学習・実践・事後学習を行うことで、活動目的への意識や主体的な学びにつなげ、実生活に

結びつくことが出来るように支援します。また、仲間と一緒に考え、学び合うことを大切にします。


